
２ 個別事業評価調書

事業期間

総事業費 420 本年度事業費 420 交付金交付額 197

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

（記載要領)

新町のシンボルづくりは、早期に整備すべき事項のひとつであり、順次進めてきたところであるが、平成１９
年度に制定した「町民憲章」を、地域住民に広く周知するものである。

憲章を記したパネルを作成し各公民館等に設置することで、憲章の存在や意義を地域住民に広く周知で
き、新町の一体感の速やかな醸成に資するものである。

「町民憲章」を広く周知することで、町の将来像である「水・緑・空 笑顔かがやく ふれあいのまち」を目指す
ものである。

まちづくりの主体である町民一人ひとりが、地域社会の一員として、果たすべき役割や責任を自覚し、日常
生活の中で生かし実践していくことで、住みよい地域づくりへの一助となるものである。

１ 事業ごとに本様式を作成すること。
２ 「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

多くの地域住民にパネルを目にしてもらい、心に刻んでいただくことにより、与謝野町民として自覚と誇りを
もって生活し、より良いまちづくりをしていくための契機となる。

具体的な成果
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団体名：与謝野町

町民憲章パネル作成・設置事業

平成１９年度に制定した「町民憲章」を記したパネルを作成し、各公民館等に設置することで、憲章の存在
や意義を地域住民に広く周知でき、新町の一体感の速やかな醸成に資するものである。

＜内容＞
町民憲章パネル作成・設置業務委託 ５０枚

平成20年度

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性


